
２、３、４号機海水配管トレンチ
止水・閉塞工事の進捗状況について

2015年５月28日



１．海水配管トレンチ止水・閉塞工事の進捗状況

■位置図
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■進捗状況（2015年5月27日現在）

号機 ２号機 ３号機 ４号機

状況
・トンネル部充填：12/18完了

・立坑充填：2/24開始

・ トンネル部充填：4/8完了

・立坑充填：5/2開始

・トンネル部（開口部Ⅰ～Ⅲ間）充填

：3/21完了

・開口部Ⅱ・Ⅲ充填：4/28完了

残滞留水量 約1,770m3 約2,545m3 約60m3 ※

充填量 約2,730m3 約3,255m3 約630m3

※ 開口部Ⅰおよび建屋張出部を除く

汚染水除去全体進捗：60%
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：トンネル閉塞材料

：一次充填材

：二次充填材

：キャッピング材

O.P.-12.011m O.P.-12.276m

２
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋

（充填高さ確認中） O.P.-0.932m

←開削ダクト ←開削ダクト

【立坑Ａ】 【立坑Ｄ北】 【立坑Ｄ南】

４月24日より、２サイクル目の打設を開始し、５月27日で
完了。

２サイクル目の充填完了後、揚水試験を実施予定。

二次充填材：3/5
キャッピング材

：3/28

二次充填材：3/25

キャッピング材：3/5

キャッピング材：3/26

二次充填材：3/23

キャッピング材
：4/1

二次充填材：3/23

一次充填材：3/18
一次充填材：3/18

二次充填材：2/24, 
25, 3/2

二次充填材：2/24, 
25, 3/2

キャッピング材
：3/13

トンネル閉塞材料
：3/20

立坑Ａ

立坑Ｂ

立坑Ｃ

立坑Ｄ

Ｎ

トンネルＢト
ン
ネ
ル
Ａ

２号機海水
配管トレンチ

閉塞済

充填中

２号機タービン建屋

キャッピング材
：5/9

二次充填材：5/1

キャッピング材
： 5/8

二次充填材： 4/30

キャッピング材
：4/7

二次充填材
：4/3

キャッピング材
：5/27

二次充填材
：4/29

一次充填材：3/31

キャッピング材
： 5/14

キャッピング材
： 5/16

キャッピング材
：5/12

一次充填材：4/24
一次充填材：4/27 一次充填材：4/27

２．(1) ２号機：立坑充填２サイクル目の進捗状況

O.P.-1.9m O.P.-2.0m

打設高さは速報値
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立坑A、D充填１サイクル目完了後の揚水試験結果、及び２サイクル目実施中の水位変動状況から、
推定できることは下記の通り。

• 立坑A・Dはタービン建屋と水位差を保持している状況から、立坑Aおよび開削ダクト部におけ
る凍結止水が進展し、タービン建屋とトレンチ間における連通がほぼなくなったものと推定。

• 立坑A～トンネルAおよび立坑D～トンネルCの連通は、立坑充填１サイクル目によりさらに小
さくなったものと推定。

但し、トレンチ内における連通が残存している可能性を考慮し、当面の間、立坑内および周辺につい
て監視を行う方針とする。

監視は設置高さが最も低い立坑Cで実施する計画とし、立坑A上部、立坑B、開削ダクト部は順次トン
ネル閉塞材料等で充填・滞留水の除去を進める。

立坑Aのキャッピング材打設およびその他立坑等の充填により、連通がなくなったと判断できた場合
は立坑周辺のみの監視へ変更を検討。

なお、開削ダクト部の凍結箇所より建屋側については建屋との連通があるが、現状、滞留水の除去お
よび内部充填が困難であるため、建屋滞留水の水位低下に合わせて充填を実施する方針。

開削ダクト部
凍結箇所

開削ダクト充填後も滞留水が
一部残存
（現状の建屋水位で約165m3）

開削ダクト部
建屋接続部拡大図

２．(2) ２号機：立坑Ａ、Ｄ充填後の方針
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【目 的】 連通の残存可能性を考慮し、立坑内の水質について確認を行う
（周辺地盤の既設観測孔については、継続して水位・水質の確認を行う）

【方針案】 立坑Cに現状のポンプ構造を利用して立坑を途中まで充填し、既設の管を観測孔として利用
（この場合にも現状の滞留水は除去を実施）

現状、立坑CのポンプはO.P.+0.9mまで無孔管のガイドパイプとともに挿入して
いることから、O.P.+0.9mまで立坑を充填することにより、トレンチ内滞留水を
除去しつつ、無孔管内を観測孔として利用。
なお、観測孔内に滞留した水は揚水し、観測孔内の水位を十分低く保つ方針。
但し、観測孔内に滞留しない場合、若しくは、地下水の流入が支配的であること
が確認された場合、周辺地盤の観測孔による確認は継続し、トレンチ内は地表ま
で充填・閉塞することを検討。

北は無孔管の
先端まで，南
は隔壁の貫通
部まで充填

壁面等の想定連通箇所
を通じ観測孔内へ流入

▼O.P.+1.4m

滞留した場合，
ポンプアップに
より観測孔内の
水位を低下

立坑C
概略図

（現状） 既設管を
観測孔
に利用

立坑C概略図
（観測孔設置後）

：今回充填

▼O.P.+0.9m

２．(3) ２号機：海側立坑の充填方針
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(参考) ２号機：立坑充填１サイクル実施後の揚水試験 概要

：水の移動

立坑B平面積：
0.19m2

（立坑Bは既充填済み
であるため，観測孔
内の水位を計測）

立坑A平面積：
21.7m2

立坑D北側平面積：
11.4m2

立坑D南側平面積：
209.4m2

（立坑D南側は開削ダクト
分の面積を含む）

立坑C北側平面積：
20.5m2

立坑C南側平面積：
24.4m2

2015年4月30日
第17回廃炉・汚染水対策

チーム会合資料

5無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

４月７日までに、立坑ＡおよびＤの充填１サイクル目が完了。

４月９日、立坑C北側（立坑C、DおよびトンネルCは隔壁がある分室構造）から２号
機タービン建屋へ約60m3（トンネル充填後の揚水試験における揚水量と同量）を移
送。

立坑A、B、Dとの水位差を生じさせることで立坑AおよびトンネルA、立坑Dおよび
トンネルCの連通状況を確認するとともに、トンネル充填後の揚水試験における水位
変動と比較する。
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トンネル充填後の揚水試験時における水位変化の挙動と比較するため、揚水
試験開始時の水位を合わせ、グラフを重ねた。
以前の挙動と比較すると、立坑Dの水位低下量の減少および立坑B、Cの水位
上昇量の減少がみられることから、立坑充填により、連通状況は改善してい
ると考えられる。

２号機T/B

立坑Ｃ北
：トンネル後
：立坑後

立坑Ａ
：トンネル後
：立坑後

立坑Ｂ
：トンネル後
：立坑後

立坑Ｃ南
：トンネル後
：立坑後

立坑Ｄ北
：トンネル後
：立坑後

立坑Ｄ南
：トンネル後
：立坑後

③ 立坑Ｃ南北の水位上昇傾向が緩やかになった
→ トンネルＡおよびＣからの連通量が減少と推定

① 立坑D南北の水位低下傾向が緩やかになった
→ トンネルＣの連通量が減少と推定

② 立坑Ｂの水位がより低下するとともに、水位上昇傾向が緩やかになった
→ トンネルＡの連通量が減少と推定

降水量

O.P.+m

※２サイクル目の充填のため、
４月23日に立坑Ａ及びＤの
水移送を実施

(参考) ２号機：立坑充填１サイクル実施後の揚水試験結果
2015年4月30日
第17回廃炉・汚染水対策

チーム会合資料
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

３号機海水配管トレンチのトンネルCの天井部充填を
４月８日実施し、トンネル部の充填が完了。

４月８日までに、約3,140m3打設完了しており、同量
の滞留水を除去。

４月16日から27日まで、揚水試験を実施。

※ 図中の各充填孔･観測孔･ポンプにおいて枠で囲まれているものは，
現状使用中のもの。

※ 赤字は打設高さ（4月8日計測）

1/300 1/300 1/300

立坑Ａ

立坑Ｂ
立坑Ｃ

立坑Ｄ

トンネルＡ
トンネルＢ

トンネルＣ

充填孔B

既設ポンプ

観測孔B

充填孔C
観測孔C観測孔A 観測孔D-北,南

【３号機海水配管トレンチ概略断面展開図】

O.P.-13.3m
O.P.-13.0m

O.P.-17.7m（最下端） O.P.-17.4m

O.P.-13.8m O.P.-14.1m

O.P.-17.4m

O.P.-14. 2m

O.P.-14.0m

O.P.-17.2m

O.P.+1.80m（2015.4.20の水位）

充填孔A

堆砂厚：約0.06m 堆砂厚：約0.11m堆砂厚：約0.09m

堆砂厚：約0.07m

O.P.-12.3mO.P.-12.4m O.P.-12.2m
北：O.P.-12.0m

PP P P P

充填・
高さ管理立坑Ｂ

高さ管理

充填・
高さ管理

高さ管理

立坑A

立坑Ｃ

充填孔D-北,南

Ｎ 閉塞済

３号機海水
配管トレンチ

３号機タービン建屋

立坑Ｄ

仮設ポンプ 仮設ポンプ 仮設ポンプ

：ポンプ設置孔
：充填・観測孔
：水位計

南：O.P.-12.1m

３．(1) ３号機：トンネル部充填の進捗状況
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

立坑Ａ

立坑Ｂ

▲4/16 立坑Ａから揚水

立坑Ａにおいて、水位計の値は低下しているが、手ばかり測定
結果では揚水直後から水位が変化していないこと，および追加
設置した水位計は水位変動がないことを確認。
→ Ｔ/Ｂ建屋→立坑Ａ、立坑Ｂ→Ａの連通はないと判断

立坑Ｃ

立坑ＣはT/B建屋より高い水位にあって，上昇していることから，地下水の流入
の可能性。但し時間経過とともに水位の上昇速度が低下傾向。

時間降水量

立坑Ｄ北

立坑Ｄ南

タービン建屋

立坑Ａ
（追加設置分）立坑Ａ（手ばかり計測）

▲4/21 立坑Ｂから揚水 ▲4/27 立坑Ｃから立坑Ｂへ移送

立坑Ａの水位変化がないことから、タービン建屋～立坑Ａ、立坑Ａ～Ｂ間の連通はないと判断。

立坑Ｂ、Ｃへは、地下水の流入の可能性。

4月27日の立坑Ｃの揚水以降、立坑Ｂ・立坑Ｃの水位変化はないことから、立坑Ｂ～Ｃ間、立坑Ｃ～Ｄ間の
連通はないと推察。

立坑Ｂの水位計は低下しているが、手ばかり測定結果では、水位
が変化していない。
→ 立坑Ｃの水位変化がほとんどないことも考慮すると、立坑Ｂ
→Ｃの連通はないと推察。

立坑Ｃからの揚水直後は、地下水の流入と
思われる水位上昇が見られるが、その後は
水位計・手ばかり測定結果ともに、立坑Ｃの
水位はほとんど変化せずに一定を保っている
。
→ 立坑Ｄ→Ｃの連通はないと推察。

立坑Ｂは、立坑Ｃとと
もに水位が上昇。立
坑Ｂへの地下水の流
入の可能性。 立坑Ｃ

立坑Ｂ

立坑Ｂ（手ばかり計測）
立坑Ｂ

立坑Ｃ
（手ばかり計測）

計測中止

３．(2) ３号機：トンネル部充填後の揚水試験結果
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

：トンネル閉塞材料

：一次充填材

：二次充填材

：キャッピング材
O.P.-17.411m

【立坑Ｄ北】【立坑Ｄ南】

３号機タービン建屋→

一次充填材
：6/1予定

二次充填材：5/2

一次充填材
：6/1予定

キャッピング材
：5/28予定

二次充填材：5/2

キャッピング材
：5/21

キャッピング材
：6/10予定

キャッピング材
：6/8予定

二次充填材
：6/4予定

二次充填材
：6/4予定

5月2日から、３号機トレンチの立坑部充填開始。

順次、各立坑について、トンネル閉塞材料で充填。

揚水試験の状況から、立坑Ｄについても２サイクル目はトンネル閉塞材料を充填。

【立坑Ａ】

O.P.-17.136m

トンネル閉塞材料
：5/15

トンネル充填部
トンネル
充填部

トンネル
充填部

３号機
タービン
建屋

トンネル閉塞材料
：6/2予定

打設高さは速報値

▼O.P.-0.8m

▼O.P.-11.9m ▼O.P.-11.8m

３．(3) ３号機：立坑充填の進捗状況
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トンネル閉塞材料
：6月下旬

トンネル閉塞材料
：6月下旬
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

揚水試験の結果から、トンネルＡ、トンネルＢおよびトンネルＣについては良好な充
填状態であると判断。

立坑Ａは、建屋～立坑A～立坑B間に連通がないことから、トンネル閉塞材料にて充
填を実施中。

立坑Ｂ、立坑Ｃについても、順次トンネル閉塞材料にて充填を実施する。

立坑Ｄに関しては、２号機の立坑Ａ、Ｄと同様の手法により充填を実施中だが、トン
ネルＣを通じた海側への連通がないことから、 １サイクル目までの実施とし、上部に
ついては、他の立坑同様にトンネル閉塞材料での充填を行う。

３号機については、引き続き周辺地盤の監視を継続する。

３．(4) ３号機：今後の方針
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

４月28日までに、開口部Ⅱ・Ⅲの充填完了。

放水路上越部の水移送は実施済みであり、４号機トレンチ内滞留水は、開口部Ⅰおよび放水路上越部

の一部、建屋張出部を除き、ほぼ除去完了。

放水路上越部の充填に際しては、隔壁の海側に充填孔を設ける必要があるため、周辺工事との作業調

整のうえ、2015年秋頃に充填を行う予定。

開口部Ⅰは、建屋床面とほぼ同じ高さで接続しており、滞留水除去および充填が現状困難であること

から、建屋滞留水の水位低下に合わせて充填を行う方針とする。

Ｎ

放水路上越部の滞留水移送実施開口部Ⅱ・Ⅲ充填完了

４． ４号機：充填の進捗状況

N
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

２号機は、６月中に滞留水の除去完了を目指す計画。
３号機は、順次トンネル閉塞材料での立坑部の充填を実施。CSTへの移送を含めた６月中の滞留水
除去、７月中の充填完了を目指す計画。
但し、タービン建屋の水質（特に塩分濃度、カルシウムイオン濃度など）の急激な変化に伴い、若
干の変更可能性あり。

充填箇所

（カッコ内は滞留水量）

～H27.1 H27.2 H27.3 H27.4 H27.5 H27.6 H27.7

２号機 トンネル部

（計：約2,510m3）

立坑部

（計：約1,990m3）

３号機 トンネル部

（計：約3,140m3）

立坑部

（計：約2,660m3）

４号機 トンネル部

（計：約460m3）

開口部

（計：約210m3）

※ 工程調整等により、除去時期の変動可能性あり
※ 表中の▲数字は当該月のトレンチ内滞留水除去量の見込み（m3）

（滞留水の水質による処理設備側への影響を考慮しない場合）

▲2380

（放水路上越部については
実施時期調整中）

：充填作業

：移送作業

▲130

▲1200 ▲1400

▲290 ▲170

完了

完了 完了

完了 完了

完了
▲2510

完了

▲70

▲540

▲200

▲350

▲280

完了

完了
▲1440

５．トレンチ閉塞のスケジュール
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